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広報ぬまた 平成19年12月１日

予算現額　215億4,417万円
収入済額　 91億3,901万円
収入率　　 42.4％

予算現額
収入済額 (収入率)
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２
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市税収入の状況

市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税

特別土地保有税
入湯税

都市計画税
合　　計

23億9,467万円
31億8,837万円
1億1,090万円
5億 904万円

0.2万円
3,498万円

1億8,376万円
64億2,172万円

11億9,116万円
18億7,750万円
1億1,559万円
2億3,614万円

155万円
1,864万円

1億1,068万円
35億5,126万円

49.7％
58.9％
104.2％
46.4％
77,500％
53.3％
60.2％
55.3％

科目

市債の状況

政府資金

銀行等引受資金

公営企業金融公庫

146億8,127万円
112億 876万円
7億3,409万円
27億3,842万円
59億6,072万円
46億6,504万円
10億1,885万円
2億7,683万円
31億6,244万円
238億 443万円

財政融資資金
郵便貯金資金
簡易生命保険積立金

市中銀行
群馬県貸付金
市町村振興協会

合　　　　計

借入先別

市税負担額と還元額

市民１人に使われる市のお金
市民１人が負担する税金（市税）
１世帯当たりに使われる市のお金
１世帯当たりが負担する税金（市税）

市の様子

人口
男
女

世帯数
面積
平成19年9月30日現在

54,606人
26,516人
28,090人

19,855世帯
443.37k㎡

39万4,539円
11万7,601円
108万5,075円
32万3,431円

現在高

予算現額 収入済額 収入率

10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億歳入

地方交付税

市税

繰入金

市債

国庫支出金

県支出金

地方譲与税

地方消費税
交　付　金

分担金及び
負　担　金

自動車取得
税交付金

使用料及び
手　数　料

諸収入など

64億2,172万円
35億5,126万円(55.3%)

61億8,349万円
41億2,786万円(66.8%)

21億2,579万円
0万円(0.0%)

20億4,726万円
90万円(0.0%)

11億2,530万円
2億8,932万円(25.7%)

11億 279万円
1億6,506万円(15.0%)

5億3,500万円
3億 476万円(57.0%)

4億1,600万円
1億1,964万円(28.8%)

2億4,980万円
9,805万円(39.3%)

2億2,600万円
6,522万円(28.9%)

1億8,583万円
9,719万円(52.3%)

9億2,519万円
3億1,975万円(34.6%)
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市有財産の状況

土地（山林を含む）
建物
山林
無体財産権（著作権など）
出資による権利
有価証券

9,138,284㎡
253,294㎡
6,569,954㎡

23件
6億 873万円
1億6,585万円

基金現在高

財政調整基金
減債基金
庁舎整備基金
合併振興基金
ふるさとづくり基金
土地開発基金
福祉振興事業基金
国民健康保険基金
保健施設整備基金
介護給付費準備基金
ふるさと水と土保全対策基金
発明くふう奨励基金
沼田城建設基金
玉原環境整備基金
奨学資金貸付基金
学校保健活動振興基金
芸術文化振興基金
図書整備基金
善行青少年顕彰基金
観光施設建設基金
温泉事業基金
老神温泉施設建設基金

合　　計

28億7,572万円
8,867万円

0万円
4億円

9,028万円
4億7,064万円
1億6,645万円
3億2,854万円

6万円
1億5,158万円
1,000万円
200万円
6,699万円
3,642万円

1億2,728万円
1,025万円
1,031万円
1,300万円
430万円

1億5,009万円
2億 85万円
1,870万円

52億2,213万円

特別会計の執行状況

国民健康保険
老人保健
介護保険
簡易水道事業
下水道事業
農業集落排水事業

温泉事業
合計

62億9,307万円
52億5,051万円
33億6,269万円
5億 652万円
20億4,178万円
3億6,794万円
2億9,509万円

181億1,760万円

22億6,435万円
22億6,815万円
13億5,629万円
1億5,388万円
7億9,188万円
1億2,766万円
1億1,977万円
70億8,198万円

27億2,550万円
22億6,728万円
13億1,868万円
1億5,293万円
7億6,230万円
1億2,671万円
1億 429万円
74億5,769万円

36.0%
43.2%
40.3%
30.4%
38.8%
34.7%
40.6%
39.1%

43.3%
43.2%
39.2%
30.2%
37.3%
34.4%
35.3%
41.2%

会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
水道事業の状況

予算現額
収入済額
収入率
予算現額
支出済額
支出率

4億4,251万円
2億 910万円

47.3％
4億3,233万円
1億 673万円

24.7％

1億9,905万円
0万円
0.0％

3億4,749万円
8,714万円
25.1％

勘定区分

収

入

支

出

収益的収入
および支出

資本的収入
および支出

住民自治の福祉増進を図ることを主な目的とする地方自治
体の会計は、地方自治法に基づき、単年度の収入・支出を現
金の動きとしてとらえ、単式簿記により予算・決算の手続き
を行っています。
しかし、本市では昨今の厳しい財政環境を背景に、発生主

義の企業会計的手法を取り入れた新たな財政分析の手法とし
て、一般会計の貸借対照表(バランスシート)を作成していま
す(総務省方式)。
この表は、どこから資金を調達し、どんな財産や借金(負

債)を残したかという状況を総合的に対照表示したものです。

資産総額

負債総額

市民１人あたりの資産総額

市民１人あたりの負債総額

885億6,345万円

299億9,636万円

161万8,129円

54万8,059円

概要(平成19年3月31日現在)

平成19年3月31日現在の人口　　　 54,732人

予算現額　215億4,417万円
支出済額　 82億5,215万円
支 出 率　　 38.3％

予算現額
支出済額 (支出率)

50億

42億 425万円
16億 933万円(38.3％)

32億 129万円
12億 419万円(37.6％)

30億7,370万円
12億2,553万円(39.9％)

29億 513万円
8億6,700万円(29.8％)

26億3,435万円
10億4,962万円(39.8％)

21億9,032万円
10億7,901万円(49.3％)

15億6,614万円
2億7,550万円(17.6％)

9億 886万円
4億1,078万円(45.2％)

5億1,712万円
3億6,956万円(71.5％)

3億4,301万円
1億6,163万円(47.1％)

40億 30億 20億 10億 歳出

民生費

教育費

公債費

衛生費

土木費

総務費

農林水産業費

消防費

商工費

議会費・
労働費など
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●
健
診
実
施
主
体
が
沼
田
市
か
ら
各

医
療
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す

四
十
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
医
療
保

険
加
入
者(

被
扶
養
者
含
む)

は
、
市

が
実
施
し
て
き
た(

あ
お
ば
の
健
診)

に
代
わ
り
、
各
医
療
保
険
者(

国
民

健
康
保
険
や
健
康
保
険
組
合
、
政
府

管
掌
健
康
保
険
な
ど)

が
実
施
す
る

健
診
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
「
特
定
健
康
診
査
」(

以
下
、

特
定
健
診)

で
す
。

七
十
五
歳
以
上
の
人
は
平
成
二
十

年
四
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
加
入
者
と
な
り
ま
す
が
、
健
診
に

つ
い
て
は
国
保
加
入
者
に
準
じ
ま
す
。

●
特
定
健
診
の
目
的

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
か

ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

(

内
臓
脂
肪
症
候
群)

に
着
目
し
て
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
し
て
い

く
た
め
の
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。
健

診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
該
当
者
や
予
備
軍
の
人
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ス
ク
に
応
じ
た
保
健

指
導
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
が「
特
定

保
健
指
導
」で
す
。

●
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
円

滑
に
実
施
す
る
た
め
に

各
医
療
保
険
者
は「
特
定
健
康
診

査
等
実
施
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
国
の
指
針
や
国

・
県
の
医
療
費
適
正
化
計
画
を
踏
ま

え
、
医
療
保
険
者
と
し
て
健
康
課
題

を
抽
出
し
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
具
体
的
な
方
策
、
実
施
お
よ

び
そ
の
成
果
に
対
す
る
目
標
な
ど
、

必
要
な
事
項
を
盛
り
込
ん
で
い
き
ま

す
。

※
健
診
の
実
施
方
法
な
ど
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国
保
係

1
内
線
３
１
３
４
へ
。

地
道
な
活
動
で
地
域
に
貢
献
し
、

表
彰
さ
れ
た
三
人
を
紹
介
し
ま
す
。

【
地
方
自
治
】

橋
襄
典
さ
ん(

恩
田
町)

沼
田
市
議

【
福
祉
】

小
林
昭
紀
さ
ん(

桜
町)

県
青
少
年
育
成
推
進
会
議
会
長

【
警
察
】

角
田
隆
さ
ん(

上
原
町)

県
検
視
警
察
医

こ
の
た
び
の
受
章
は
、
平
成
八
年

に
ご
主
人
の
角
田
隆
さ
ん
が
沼
田
市

に
寄
付
し
設
立
さ
れ
た
沼
田
市
学
校

保
健
活
動
振
興
基
金
に
補
て
ん
し
、

合
併
後
の
学
校
保
健
活
動
が
さ
ら
に

充
実
さ
れ
る
よ
う
に
と
五
百
万
円
を

寄
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

受
章
に
角
田
さ
ん
は
、
基
金
と
し
て

有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
、
実
家
の
旅
館
で
働

き
始
め
、
一
九
八
二
年
牧
水
苑
の
創

業
と
同
時
に
女
将
と
な
り
、
三
十
八

年
間
旅
館
業
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、

ま
た
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
笑
顔

と
真
心
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
受
章
に
恥
じ
な
い
よ
う
普
段
の

生
活
か
ら
し
っ
か
り
と
し
て
い
き
た

い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

褒章･県功労者表彰
さまざまな分野で活躍され、その発展と振興などに
功績のあった人に贈られる褒章が発表され、本市か
らは２人が受章されました。
また、県功労者表彰は、３人が表彰されました。

認められた功績黄
綬
褒
章

紺
綬
褒
章

県
功
労
者
表
彰

桑原　球さん
(利根町老神)

角田　芳子さん
(上原町)

平
成
20
年
４
月
か
ら

40
〜
74
歳
の
人
の
健
診
と
保
健
指
導
が
変
わ
り
ま
す

実施主体 市町村

40歳以上の住民

市町村が契約した健診機関

病気の早期発見・早期治療

増え続ける医療費の多く(全国的には約３割、沼田市国保では約５割)は、
心臓病や脳卒中、糖尿病、がんなどの生活習慣病である。

公民館などで実施する集団健診
病院などで実施する個別健診〔 〕

各個人の加入している医療保険者

各保険に加入している本人
および扶養している家族

各医療保険者が契約した健診機関

生活習慣病の有病者・予備軍を
減少させる

国民健康保険・社会保険・共済保険
・組合保険・船員保険・後期高齢者医療保険〔 〕

今まで（平成20年３月まで） これから（平成20年４月から）

対象者

健診機関

目的

※40～74歳の人は健診・保健指導が義務化されます

メタボリックシンドロームに着目し、生活習慣
を改善するための保健指導を行う

理由１

生活習慣病となる危険は、危険因子(肥満、高血糖、脂質代謝異常、高血
圧など)が重なると増大する。多くの危険因子をあわせもったメタボリッ
クシンドロームが問題となる。

理由２

メタボリックシンドロームの予防・解消で生活習慣病は予防できる。

メタボリックに着目した特定健診・特定保健指導の実施

理由３

特定健診・特定保健指導が実施されることになった理由
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シリーズ 平成20年４月スタート 後期高齢者医療制度
先月に続き、制度の詳細をお知らせいたします。

費用と収入の見込額を基に、群馬県後期高齢者医療

広域連合では、均等割額と保険料所得割率を次のとお

り定めました。

均等割額　１人39,600円　所得割率　７.36％

※所得の割合に応じて、軽減される制度があります

保険料は、年金を年額18万円以上受け取っている人

は原則として天引きになります。それ以外の人は市に

納めることになります。
詳しいことは、県後期高齢者医療広域連合事務局1

０２７(２５６)７１７１、または市民課国保係内線1

３１３２へ。

(２)均等割額の軽減
同一世帯内の被保険者および世帯主の総所得により、

軽減の有無を判定

７割軽減　33万円以下

５割軽減　(33万円＋24.5万円×被保険者数(世帯主除

く))以下　

３割軽減　(33万円＋35万円×被保険者数)以下

具体的な保険料の額
厚生年金の平均的な年金額の受給者(208万円)単身世帯

所得割額40,400円＋均等割額39,600円

＝80,000円／年(月額約6,700円)

夫婦で厚生年金を受給している場合

(夫75歳･厚生年金400万円、妻75歳･厚生年金350万円)

夫　所得割額168,900円＋均等割額39,600円

＝208,500円／年(月額約17,400円)

妻　所得割額141,300円＋均等割額39,600円

＝180,900円／年(月額約15,100円)

市の老人医療費の平成18年度の総額は、約57億
8,777万円でした。年間１人当たりにすると77万
3,055円となり、１人当たりの医療費は年々増加傾
向にあります。
老人医療費は、高齢者が支払う一部負担金を除き、
国・県・市と被保険者が納める保険料(税)で賄われ、
みんなで医療費を出し合い、老人医療を支えていま
す。医療費が増えると、各医療保険の支出も多くな
り財政は厳しくなりますので、医療費は大切に使い
ましょう。
詳しいことは、市民課国保係1内線３１３２へ。

(１)所得割額の求め方
75歳以上の人、本人の収入に基づき計算します。

【例１　年金額が330万円未満のとき】

課税対象所得

＝年金額－公的年金控除120万円－基礎控除33万円

【例２　年金額が330万円以上、410万円未満のとき】

課税対象所得

＝年金額×0.75－375千円－基礎控除33万円

医療費は大切に使いましょう

沼
田
市
の
老
人
医
療
費
の
現
況

年度別医療費の推移

負担割合 診療内訳

○

○



各
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、「
毎

月
第
二
土
曜
日
の
相
談
日
お
よ
び
月

曜
日
の
時
間
延
長
相
談
時
」に
、
予

約
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

前
橋
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー(

前
橋

市
亀
里
町
Ｊ
Ａ
ビ
ル)

で
は
、
平
日

に
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
次
の「
利
用
方
法
」お
よ
び

「
予
約
制
の
申
し
込
み
電
話
番
号
」を

ご
確
認
の
上
、
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
年
金
相
談
の
ご
予
約
は
、
一
カ
月

前
か
ら
電
話
と
年
金
相
談
窓
口
で

受
け
付
け
し
ま
す

・「
氏
名
」、「
生
年
月
日
」、「
住
所
」、

「
電
話
番
号
」、「
基
礎
年
金
番
号
」、

「
ご
相
談
内
容
」な
ど
を
伺
い
ま
す

・
配
偶
者
の
基
礎
年
金
番
号
も
ご
用

意
く
だ
さ
い

・
予
約
時
間
を
確
認
し
ま
す

・
第
２
土
曜
日
は
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
。
月
曜
日
の
時
間
延
長

相
談
は
午
後
５
時
〜
７
時
で
す

・
当
日
は
、
予
約
時
間
の
５
分
前
ま

で
に
お
越
し
く
だ
さ
い

・
予
約
の
受
け
付
け
は
、
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
と
な
り
ま
す

・
前
の
人
の
ご
相
談
が
長
引
い
た
場

合
は
、
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い

渋
川
社
会
保
険
事
務
所

毎
月
第
２

土
曜
日
・
第
２
月
曜
日
実
施
1
０

２
７
９
�
１
６
１
１

前
橋
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

平
日
実

施(

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
1
０
２

７(

２
６
５)

０
０
２
３)

※
前
橋
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
電

話
で
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん

年
金
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、
年

金
手
帳(

基
礎
年
金
番
号
通
知)

、
年

金
証
書
、
振
り
込
み
通
知
書
な
ど
、

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も

の
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

代
理
人
が
ご
相
談
に
来
ら
れ
る
と

き
は
、委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
1
０
２
７
９

１
６
１
１
へ
。
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予
約
制
に
よ
る

年
金
相
談
の
ご
案
内

予
約
相
談
の
実
施
日

申
し
込
み
電
話
番
号

利
用
方
法

年金の窓口から

年末年始の市役所業務
今年も残すところあとわずかとなりました。皆さん、年越しの準備はお済みですか。
市の業務は12月29日(土)から１月３日(木)までの間、年末年始の休みとなります。
毎年、休みの前後は混雑が予想されますので、手続きなどは早めに済ませましょう。

○利根町振興局管内のごみの直接搬入については、おって防災無線を通じてお知らせします。
○サラダパークは、12月１日(土)から３月末日まで管理棟の業務を休みます。
○年末はし尿のくみ取りが大変混雑します。１日の作業にも限界がありますので、早めに申し込んでください。
くみ取りに関することは直接事業者へ問い合わせてください。詳しいことは、生活課廃棄物対策係1内線７

７３７３へ。
・本庁管内　㈲山鬚衛生社1○24５５６６・㈲沼田衛生社1○22０２７７
・白沢町　都所衛生社1○22５２３４・㈲昭和衛生社1○23２２３４
・利根町　㈲あづま環境1○56３５２２

月日
業務(施設)
窓口業務
ごみ収集
清掃工場
ごみ10㎏当たり
150円の手数料

最終処分場
ごみ５㎏当たり
50円の手数料

ぬまた聖苑
勤労青少年ホーム
勤労青少年体育センター
ふれあい福祉センター
市民体育館
中央公民館
市立図書館
消費生活センター

通常業務
該当地区

通常業務

通常業務

通常業務
通常業務
休み

通常業務
窓口業務のみ
窓口業務のみ
通常業務
通常業務

休み
休み

休み

休み

休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み

休み
休み

休み

休み

休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み

通常業務
該当地区

通常業務

通常業務

通常業務
通常業務
休み

通常業務
窓口業務のみ
窓口業務のみ
通常業務
通常業務

休み
該当地区
直接搬入

午前9時～正午
午後1時～４時
直接搬入

午前9時～正午
午後1時～４時
通常業務
休み
休み

通常業務
休み
休み
休み
休み

12月
28日(金) 29日(土) 30日(日) 31日(月)

１月１日(火)
～３日(木) ４日(金)

休み
休み

休み

休み

通常業務
休み
休み

通常業務
休み
休み
休み
休み



冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
、
十

二
月
十
一
日(

火)

か
ら
三
十
一
日

(

月)

ま
で
の
二
十
一
日
間
実
施
さ
れ

ま
す
。

お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る
時
期

と
な
り
ま
す
が
、
飲
酒
運
転
の
危
険

性
と
反
社
会
性
を
認
識
し
、
飲
酒
運

転
を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
堅

い
決
意
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
が
歩
行
中
に
遭
う
死
亡
事

故
の
大
半
は
、
誤
っ
た
歩
行
が
原
因

で
発
生
し
て
い
ま
す
。
通
り
慣
れ
た

道
路
で
も
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り

守
っ
て
、
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

夕
暮
れ
時
は
視
界
が
悪
く
な
り
、

速
度
の
感
覚
も
低
下
し
ま
す
。
自
動

車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
の
運
転
者
は
、

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
歩
行
者
は
目
立
つ
服

装
や
反
射
材
を
付
け
る
な
ど
、
夕
方

・
夜
間
に
運
転
者
か
ら
見
や
す
く
な

る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

万
が
一
の
と
き
に
命
を
守
る
大
切

な
も
の
で
す
。
必
ず
着
用
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
項
目
を
守
り
、
交
通
事
故

の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
生
活
課
生
活
環
境

係
1
内
線
７
７
３
７
２
へ
。

年
末
年
始
は
、
火
災
の
発
生
が
多

く
な
る
時
季
で
す
。
全
国
的
に
も
、

こ
の
二
カ
月
間
は
三
月
、
四
月
の
二

カ
月
間
と
同
様
に
火
災
が
多
く
発
生

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や

不
注
意
か
ら
尊
い
命
と
大
切
な
財
産

を
一
瞬
で
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
出

火
原
因
の
多
く
は
失
火
、
い
わ
ば
人

災
で
す
か
ら
心
掛
け
次
第
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
火
を

扱
う
一
人
一
人
が
火
の
元
の
点
検
を

し
っ
か
り
と
行
い
、
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
何
に
注
意
し
た
ら
よ
い
か
再
確

認
し
、
消
火
器
を
常
備
す
る
な
ど
防

火
の
備
え
を
万
全
に
し
、
事
故
の
な

い
年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

○
戸
締
ま
り
の
確
認
を
忘
れ
ず
に

玄
関
や
勝
手
口
ば
か
り
で
な
く
、

普
段
戸
締
ま
り
を
忘
れ
が
ち
な
応
接

間
、
浴
室
、
便
所
な
ど
の
高
窓
や
二

階
の
窓
も
よ
く
狙
わ
れ
ま
す
。
お
出

掛
け
前
や
寝
る
前
に
、
必
ず
戸
締
ま

り
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
油
断
大
敵

「
ち
ょ
っ
と
の
留
守
だ
か
ら
」
と
、

油
断
せ
ず
に
必
ず
鍵
を
掛
け
、
お
隣

に
一
声
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
留
守
だ
と
分
か
ら
な
い
よ
う
に

一
目
見
て
留
守
だ
と
分
か
る
よ
う

な
不
用
心
は
禁
物
で
す
。
牛
乳
や
新

聞
が
た
ま
っ
て
い
る
と
留
守
だ
と
分

か
り
ま
す
。

○
普
段
の
注
意

窓
の
下
や
塀
の
近
く
に
足
場
に
な

る
箱
や
台
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
防
犯
の
鉄
則

夜
間
照
明
は
外
は
明
る
く
、
家
の

中
は
暗
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
危
な
い
物
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
に

包
丁
や
ナ
イ
フ
な
ど
、
凶
器
に
使

わ
れ
や
す
い
物
は
、
人
目
に
つ
か
な

い
所
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

○
被
害
に
遭
っ
た
ら

現
場
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
す
ぐ

一
一
〇
番
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。
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飲
酒
運
転
の
根
絶

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

交
通
事
故
防
止

後
部
座
席
を
含
む

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
使
用
の
徹
底

広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪広がる防犯パトロールの輪

犯罪を防止するため、市内では自主防犯パトロールが行われ、
その輪が広がっています。皆さんのご協力とご支援をお願いします。

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

防火の備えは
万全ですか？

『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』『火は見てる　あなたが離れる　その時を』

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

年の暮れ
盗難被害に
遭わないために！

冬の
県民交通安全運動
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い
ざ
と
い
う
と
き
役
に
立
つ
防
災
豆

知
識「
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
意
識
が

大
切
で
す
」

十
月
一
日
、
神
奈
川
県
西
部
で
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
四
・
九
と
い
う
大

き
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

地
震
に
よ
り
箱
根
町
で
震
度
五
強
、

小
田
原
市
で
は
震
度
五
弱
を
観
測
し

ま
し
た
。
大
地
震
が
発
生
し
た
と
き

に
は
、
発
生
か
ら
三
分
以
内
の

行
動
が
生
死
を
分
け
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
取
る
べ
き
防
災
行
動
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
と
学
び
た
い
と

思
い
ま
す
。

●
地
震
発
生
の
直
前
直
後

▽
落
ち
着
い
て
、
ま
ず
は
自
分

の
身
の
安
全
を
図
る

●
１
分
〜
２
分

▽
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
火
の

元
を
確
認
す
る

▽
家
族
の
安
全
を
確
認
す
る

▽
ド
ア
や
窓
を
開
け
、
逃
げ
道
を
確

保
す
る

●
３
分

▽
非
常
持
ち
出
し
袋
を
用
意
す
る

▽
隣
近
所
の
安
全
を
確
認
す
る

●
５
分

▽
ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
報
を
確
認
す
る

▽
家
屋
倒
壊
な
ど
の
恐
れ
が
あ
れ
ば

徒
歩
で
避
難
す
る

●
５
分
〜
10
分

▽
余
震
に
注
意
す
る

▽
子
ど
も
や
高
齢
者
を
迎
え
に
行
く

▽
家
を
出
る
前
に
は
、
ガ
ス
栓
を
閉

め
電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
る

●
10
分
〜
数
時
間

▽
消
火
・
救
助
活
動
を
隣
近
所
で
協

力
し
て
行
う

●
３
日
く
ら
い
ま
で

▽
生
活
必
需
品
は
、
自
分
の
備

蓄
で
賄
う

▽
災
害
情
報
や
被
害
情
報
の
収

集
を
行
う

▽
倒
れ
た
家
に
は
近
付
か
な
い

●
避
難
生
活
中

▽
み
ん
な
で
協
力
す
る

▽
集
団
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
る

▽
子
ど
も
や
高
齢
者
を
最
優
先

に
考
え
て
行
動
す
る

緊
急
地
震
速
報
に
つ
い
て

気
象
庁
で
は「
緊
急
地
震
速

報
」を
十
月
一
日
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
最
大
震
度
五
弱

以
上
と
推
定
し
た
地
震
の
際
に
、
強

い
揺
れ(

震
度
四
以
上)

の
地
域
の
名

前
を
強
い
揺
れ
が
来
る
前
に
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ

し
た
場
合
は
、
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
行
動
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。

広報ぬまた 平成19年12月１日

防
災
①

お
い
し
い
も
の
が
大
好
き
な
あ
な

た
、
お
菓
子
の
手
作
り
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き

１
月
17
日
か
ら
２
月
14
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日(

全
５
回)

午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

中
央
公
民
館
調
理
実
習
室

定
員

16
人

講
師

茂
木
方
子
さ
ん

教
材
費

三
千
円

※
初
め
て
受
講
す
る
人
を
優
先
し
て

募
集
し
ま
す

中
央
公
民
館
の
教
養
教
室

中
央
公
民
館
1
○
０
１
４
３

23

１
月
か
ら
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
人

受
講
料

無
料(

教
材
費
は
実
費
負
担)

申
し
込
み

12
月
12
日(

水)

か
ら
電
話
、
ま
た
は
直
接
窓
口
へ

※
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
。
先
着
順
で

定
員
に
な
り
次
第
受
け
付
け
終
了
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「
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
た
く
さ

ん
の
仲
間
に
支
え
て
も
ら
え
た
お
か

げ
で
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
少
し

で
も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」と
話
す
の
は
、
十
月
に
県
庁

で
開
催
さ
れ
た
第
十
五
回
収
穫
感
謝

祭
で
、
農
業
功
労
者
表
彰(

畜
産
振
興

部
門)

を
受
賞
し
た
中
村
祐
司
さ
ん
。

高
校
在
学
中
に
、
県
の
牛
貸
付
制

度
を
利
用
し
て
乳
牛
一
頭
か
ら
酪
農

を
始
め
、
養
蚕
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
中

心
と
し
た
複
合
経
営
を
経
て
、
酪
農

専
業
と
な
っ
た
。

「
結
婚
を
契
機
に
本
格
的
に
酪
農
を

始
め
ま
し
た
が
、
妻
に
は
大
変
苦
労

を
掛
け
て
き
ま
し
た
」

中村 祐司さん（白沢町生枝）

群馬県収穫感謝祭農業功労者
（畜産振興部門：酪農）

第
９
回

現
在
も
乳
質
改
善
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
牛
群
の
体
型
や
産
乳
能
力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
乳
牛
の

健
康
維
持
に
努
め
て
い
る
。

「
ど
の
農
家
も
後
継
者
不
足
の
悩
み

を
抱
え
て
い
ま
す
が
皆
さ
ん
の
力
を

借
り
な
が
ら
生
涯
現
役
で
頑
張
り
、
こ

れ
か
ら
も
安
全
で
安
心
し
て
飲
め
る

牛
乳
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

仲
間
と
と
も
に
生
涯
現
役
で

第
９
回「
柳
波
賞
」入
賞
者

■
一
般
の
部
　
応
募
512
点

○
優
秀
賞

「
虫
」
池
田
泰
子(

東
京
都
武
蔵
野

市)○
佳
作

「
毒
ヘ
ビ
の
棲
む
道
」
船
越
浩
明

(

沖
縄
県
那
覇
市)

「
竹
馬
」
石
井
か
お
り(

大
分
県
日

田
市)

「
せ
み
」
池
田
榮
子(
東
京
都
武
蔵

野
市)

「
み
つ
ば
ち
」
田
中
千
惠
子(

兵
庫

県
西
宮
市)

「
ま
る
く
な
る
」
村
山
二
永(

山
梨

県
甲
府
市)

■
小
中
学
生
の
部
　
応
募
425
点

○
優
秀
賞

「
日
か
げ
」
三
枝
尚
子(

沼
田
西
中

学
校)

○
佳
作

「
な
つ
」
小
池
楓(

薄
根
小
学
校)

「
き
ょ
う
り
ゅ
う
」
萩
原
塁(

薄
根

小
学
校)

「
田
ん
ぼ
の
海
」
梅
沢
瑠
乃(

沼
田

本
市
の
名
誉
市
民
で
、
童
謡
作
詞

家
の
林
柳
波
が
残
し
た
功
績
を
永
く

顕
彰
す
る
た
め
、
平
成
十
一
年
度
に

創
設
さ
れ
た「
柳
波
賞
」の
第
九
回
入

賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
も
全
国
か
ら
童
謡
詩
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
九
百
三
十
七
点
も
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
は
、
詩
人
で
童
話
作
家
の
岸

田
衿
子
さ
ん
、
詩
人
の
高
階
杞
一
さ

ん
、
童
話
作
家
の
中
川
李
枝
子
さ
ん

に
よ
り
厳
正
に
行
わ
れ
、
柳
波
賞
に

は
、
川
田
小
学
校
の
深
代
知
香
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
者
へ
の
記
念
品
な
ど

の
贈
呈
式
は
、
来
年
二
月
三
日
の
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
閉
会
セ

レ
モ
ニ
ー
の
席
上
で
行
い
ま
す
。

第
９
回
柳
波
賞
入
賞
作
品
決
定

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
２

林　柳波

柳
波
賞
作
品

「
ガ
ー
ち
ゃ
ん
」
深
代
知
香

ガ
ー
ち
ゃ
ん
は

わ
た
し
が
か
っ
て
い
る

カ
メ

ガ
ー
ち
ゃ
ん
は

手
を
か
む

ガ
ー
ち
ゃ
ん
は

わ
た
し
の
手
を

え
さ
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
な

ガ
ー
ち
ゃ
ん
は
お
も
し
ろ
い

カ
メ

ガ
ー
ち
ゃ
ん
は

く
い
し
ん
ぼ
う

た
ま
に

お
さ
ん
ぽ
さ
せ
て
あ
げ
る

歩
く
の
が

は
や
い

て
く
て
く
て
く
て
く

か
わ
い
い
な

西
中
学
校)

「
あ
り
ん
こ
」
中
林
理
佳(

白
沢
中

学
校)

「
金
魚
」
清
水
亜
美(

東
吾
妻
町
立

太
田
小
学
校)
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ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

10月29日(月)

大きなサツマイモ、いっぱい採れたぞ！
学校給食地場産農産物等利用促進事業

薄根小学校の２年生が学校近くの畑で春に植え
付けたサツマイモの収穫を体験。掘り出し
たサツマイモは学校給食に活用されました。

10月27日(土)～28日(日)

秋の恵を皆さんへ
沼田市農業まつり

生産者と消費者の交流を深めようと、ＪＡ利
根沼田本所で開催された農業まつり。さまざ
まな楽しい催し物に、大勢の人が訪れました。

11月４日(日)

今年もまた、秋の実りに感謝
とね農林産物直売利用組合｢秋の収穫祭｣

しゃくなげの湯で開催された恒例の収穫祭。
もちつきやりんごの目方当てクイズ、じゃんけ
んゲームなど多彩なイベントが行われました。

広報ぬまた 平成19年12月１日
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６回目を迎えた子ども議会が、市議会議場で
開催されました。全員が緊張しながらも熱心
に、大人顔負けの質問をぶつけていました。

11月17日(土)

今年は30人の小中学生が議員体験
沼田市子ども議会

11月10日(土)

自慢の衣装で参加する仮装コンテスト、パレ
ードやゲームなど、いろいろなイベントが行
われ、和やかで楽しい交流会になりました。

自作の衣装で国際交流
国際交流フェスティバル・ハロウィンパーティー

山崎 亮一 議長

鈴木 都月 議長

山崎 亮一 議長

鈴木 都月 議長



わ
だ
ち
に
入
っ
て
車
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
路
面
が

凸
凹
に
な
り
、
車
が
左
右
に
振
ら
れ

て
し
ま
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
雪
道
で
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
降
雪
量
が
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
と
き
に

は
、
雪
の
多
い
地
域
や
通
行
量
の
多

い
主
要
幹
線
道
路
、
坂
道
な
ど
を
優

先
し
て
、
市
道
の
除
雪
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
て
除
雪
し
た
道
路
に
、
家

庭
や
店
舗
の
敷
地
内
な
ど
か
ら
雪
を

出
さ
れ
る
と
、
路
面
が
圧
雪
状
態
に

な
り
、
溶
け
に
く
く
大
変
危
険
で
す
。

本
格
的
な
雪
の
季
節
も
間
近
で
す
。

お
互
い
の
安
全
を
守
る
た
め
に
円
滑

な
除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
建
設
課
管
理
係

1
内
線
４
２
１
３
、
白
沢
町
建
設
上

下
水
道
課
1
内
線
６
５
、
利
根
町
建

設
上
下
水
道
課
1
内
線
３
１
へ
。

■
水
道
管
に
も
防
寒
対
策
を

不
凍
栓
を
取
り
付
け
た
り
、
布
や

凍
結
防
止
用
品
を
使
っ
た
り
し
て
水

道
管
の
防
寒
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
も
し
も
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

凍
っ
た
部
分
に
布
な
ど
を
か
ぶ
せ

て
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
少
し
ず
つ
か
け

て
、ゆ
っ
く
り
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
繕

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い(

有
料)

。

■
休
日
な
ど
の
修
繕
は(

冬
期
間)

本
庁
・
白
沢
町
管
内
で
は
土
・
日

曜
日
や
年
末
年
始
、
祝
日
に
修
繕
が

必
要
な
場
合
は
、
当
番
制(

左
の
表)

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
時
間
で
緊
急
の
場
合
は
、
お
近
く

の
指
定
事
業
者
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

利
根
町
管
内
で
は
、
当
番
制
を
設

け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
近
く
の
指

定
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
水
道
課
1
�
８

８
１
１
、
白
沢
町
建
設
上
下
水
道
課

1

２
１
１
１
、
利
根
町
建
設
上
下

水
道
課
1

２
１
１
１
へ
。
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雪の季節です！

雪道の安全確保にご協力を
済
ん
で
い
ま
す
か

水
道
管
の
冬
支
度

平成19年度冬季水道修繕当番表
（受付時間　8:30～17:00）

当番年月日
12月１日(土)

２日(日)
８日(土)
９日(日)
15日(土) 
16日(日) 
22日(土)
23日(日)
24日(月)
29日(土)
30日(日)
31日(月)

１月１日(火)
２日(水)
３日(木)
４日(金)
５日(土)
６日(日)
７日(月)
12日(土)
13日(日) 
14日(月)
19日(土)
20日(日)
26日(土)
27日(日)

２月２日(土)
３日(日)
９日(土)
10日(日)
11日(月)
16日(土) 
17日(日)
23日(土)
24日(日)

㈲建築工房無有
中島電気
山田設備工業㈲
クマガイ設備
㈲鈴木商店
岸設備
鈴木建設
片品設備㈲
㈲宇津野住建
㈲戸丸工務店
㈲ミヤタ総合設備
染谷設備
牧野建設㈱
三川建設㈱
高橋設備工業
㈲小菅水道
桑原管工
反町工業㈱
中沢鉄工所
小淵管設
㈱高橋水道工務店
㈲吉澤工業
㈱春原ハウジング
㈲吉澤建材興業
㈱小川設備
㈱クワバラ
㈲新和工業
新匡設備
横坂工務店
中林住設
栄和水道設備
㈲アオキ
㈱オーケンコーポレーション
㈱竹吉工務店
中村設備

みなかみ町東峰須川213-2
薄根町3162-2
みなかみ町新巻2973-2
昭和村生越731
東原新町1939
白沢町高平178-2
町田町1276-1
片品村鎌田3946-44
みなかみ町上津2153-1
上発知町2356
久屋原町133-3
横塚町766-3
岡谷町433
西倉内町608-1
井土上町1120-8
薄根町3171-1
下川田町2070
上原町1687
石墨町2108-1
白沢町上古語父777-3
桜町4669-1
昭和村大字貝野瀬734
高橋場町4944
白沢町高平1292
横塚町1139-4
みなかみ町後閑1322
昭和村糸井7997
堀廻町129-2
川場村萩室149-2
白沢町上古語父1272
昭和村森下819
みなかみ町後閑316-1
横塚町1088-1
昭和村糸井1269
下沼田町623-10

62-2650
24-0664
64-1126
24-5201
22-2708
53-2748
22-0656
58-3586
62-3262
23-9812
23-1040
24-9775
24-5975
24-4343
22-4548
22-5022
24-8439
24-3308
23-1539
53-2565
24-3811
22-1493
24-0255
53-2416
23-0507
62-2702
22-2425
24-2103
52-2620
53-3360
24-6531
62-2705
24-8186
23-6224
22-0860

事 業 者 名 住　　　所 電 話



�
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝

く
じ
の
収
益
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行

う
こ
と
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
治

会
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
へ
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
�
群
馬
県
市
町
村
振
興
協

会
で
は
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ(

サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ)

の
収
益
金

な
ど
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
必
要
な
設
備
の
整
備
に
対

し
助
成
す
る「
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
支
援
事
業
」を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
で
は
、
桜
町
の「
み
こ
し
」と
白
沢

町
上
古
語
父
の「
太
鼓
・
か
ん
鳴
り
」

が
、
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
支
援
事
業
で
は
、
西
原
新
町
の「
展

示
用
パ
ネ
ル
・
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン

タ
ー
」が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
行
政
係

1
内
線
３
２
１
３
へ
。

ご
み
を
勝
手
に
捨
て
た
り
、
屋
外

で
焼
却
し
た
り
す
る
行
為
は
犯
罪
で

す
。
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
と
五
年

以
下
の
懲
役
や
千
万
円
以
下(

法
人

が
行
っ
た
場
合
は
一
億
円
以
下)

の

罰
金
と
い
っ
た
厳
し
い
罰
則
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

家
庭
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
に
書
い
て
あ

る
ル
ー
ル
を
良
く
確
認
し
、
必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
の
ご
み
の
う
ち
産
業
廃
棄

物(

農
業
用
マ
ル
チ
・
建
築
廃
材
な

ど)

に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
処

理
業
者
に
依
頼
す
る
な
ど
し
て
、
事

業
者
の
責
任
で
適
正
に
処
理
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
般
廃
棄
物

に
つ
い
て
は
清
掃
工
場
や
最
終
処
分

場
に
直
接
持
ち
込
む
か
、
一
般
廃
棄

物
処
理
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
課
廃
棄
物

対
策
係
1
内
線
７
７
３
７
３
・
７
７

３
７
４
へ
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
事
業

桜
町
が「
み
こ
し
」、
白
沢
町
上
古
語
父
が「
太
鼓
・
か
ん
鳴
り
」、

西
原
新
町
が「
展
示
用
パ
ネ
ル
・
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
」を
整
備

①
桜
町
の「
み
こ
し
」

②
白
沢
町
上
古
語
父
の「
太
鼓
と

か
ん
鳴
り
」

③
西
原
新
町
の「
パ
ソ
コ
ン
」

④
西
原
新
町
の「
プ
リ
ン
タ
ー
」

廃棄物の
不法投棄や
不適正な

焼却は
重大な
犯罪です！

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④

①

②

③

④



誰
も
が
大
切
な
も
の
だ
と
理
解
し

て
い
る
は
ず
の「
人
権
」で
す
が
、
自

分
だ
け
で
は
な
く
、
み
ん
な
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
に
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
良
い
か
、
こ
の
機
会
に
あ

ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

基
本
的
人
権
の
尊
重
◆
人
権
と
は
私

た
ち
が
幸
福
な
生
活
を
送
る
た
め
に

必
要
な
権
利
で
あ
り
、
こ
の
権
利
は

日
本
国
憲
法
に
お
い
て
国
民
に
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。
◆
今
回
人
権
週
間

強
調
事
項
と
し
て
も
▽
女
性
の
人
権

を
守
ろ
う
▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ

う
▽
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う
▽
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参

加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う
▽
部
落
差

別
を
な
く
そ
う
▽
ア
イ
ヌ
の
人
々
に

対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う
▽
外
国
人

の
人
権
を
尊
重
し
よ
う
▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
▽
刑
を
終
え

て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う
▽
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族

の
人
権
に
配
慮
し
よ
う
▽
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
や

め
よ
う
▽
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う
▽
ホ
ー
ム
レ
ス
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
▽
性
同
一

性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

そ
う
▽
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

真
の
人
権
の
世
紀
に
◆「
人
権
の
世

紀
」二
十
一
世
紀
の
実
現
の
た
め
に

家
庭
や
地
域
、学
校
、職
場
な
ど
日
常

生
活
に
お
け
る
ル
ー
ル
と
し
て
の
人

権
感
覚
や
、人
権
へ
の
正
し
い
知
識
を

十
分
に
身
に
付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
1
内
線
３

３
３
３
社
会
福
祉
課
社
会
係
1
内
線

７
７
２
４
２

社
会
福
祉
事
業
へ
▽
増
子
廣
美(

柳

町)→

七
千
七
十
九
円
▽
群
馬
セ
ノ

ー
㈱(

横
塚
町)→

九
千
円
▽
沼
田
地

区
地
場
産
業
振
興
協
会(

ぬ
ま
た
市

産
業
展
示
即
売
会)(

西
倉
内
町)→

一

万
千
八
十
円
▽
絵
手
紙
三
人
展(

材

木
町)→

四
万
四
千
五
百
二
十
円
▽

野
ば
ら
会(

東
原
新
町)→

十
万
円

市
へ
▽
㈲
塩
野
オ
ー
ト
販
売
代
表
取

締
役
戸
澤
辰
也(

戸
鹿
野
町)→

軽
貨

物(

平
成
十
二
年
式)

広報ぬまた 平成19年12月１日

昭
和
六
十
一
・
六
十
二
年
度
の

公
民
館
図
書
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
に
参
加
し
た
三
人
の
呼
び

掛
け
で「
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と

本
を
読
ん
で
も
ら
お
う
・
読
書
好

き
の
子
ど
も
に
な
っ
て
も
ら
お

う
」と
い
う
思
い
か
ら
、
六
人
の

会
員
で
発
足
し
ま
し
た
。現
在
は
、

二
十
歳
代
か
ら
五
十
歳
代
の
会
員

十
三
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。「
無

理
な
く
、
楽
し
く
、
充
実
し
た
、

息
の
長
い
活
動
を
」を
モ
ッ
ト
ー

に
、
人
形
劇
や
大
型
紙
芝
居
、
影

絵
な
ど
、
保
育
園
児
か
ら
小
学
生

を
対
象
と
し
て
定
期
的
に
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

しらさわ赤りんご
おはなし会
会員数13人
われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

171
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（敬称略）

参加者を募集します

市民体育館のスポーツ教室
体育課(市民体育館内)1○24９４４４

市民体育館では、初心者でも安心して受講できるスポーツ教室を開催しています。

友達づくりや生涯スポーツを探す機会として、参加してみませんか。

申し込みは、受講料(保険料)を添えて、体育課1○24９４４４、白沢町教育支所1○53２２９１、利根町教育支所1○56２１

１１へ。

市民体育館のスポーツ教室

※受講料には保険料が含まれます

卓球教室

教 室 名 月　　日 時　間 場所 回数 定員 受講料 講　師 申込締切
１月８日～２月26日
毎週火曜日

午前10時
～11時30分

2,300円 １月４日(金)
桑原　　弘さん
本多加代子さん市

民
体
育
館

８
回

40
人

テニス教室
１月９日～３月12日
毎週水曜日

午前10時
～11時30分

2,500円 １月７日(月)
東宮　邦夫さん
太田あや子さん

10
回

40
人

ソフトテニス教室
１月10日～３月13日
毎週木曜日

午前10時
～11時30分

2,500円 １月８日(火)
加藤　公子さん
須田　和子さん

10
回

40
人

人
権
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
42

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

「
第
59
回
人
権
週
間
」



15 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

トーク館教養講座＆スポーツ教室

勤労青少年体育センタースポーツ教室

短期の受講生を募集します

トーク館(勤労青少年ホーム)1○24０１３５

トーク館教養講座＆スポーツ教室

時間 午後７時～９時
ところ トーク館と勤労青少年体育センター
対象 市内に在住、または在勤の30歳未満の勤労青少年(定員に満たないときには、年齢を問いません)
受講料 無料。ただし、教材費は受講者負担
申し込み 12月５日(水)午前９時から21日(金)午後８時までに、印鑑を持参の上、傷害保険料300円～(受講回数によ
り異なります)と教材費を添えてトーク館へ

勤労青少年体育センタースポーツ教室

時間 午前10時～11時30分
ところ 勤労青少年体育センター
対象 勤労者とその世帯の家族、一般市民
受講料 無料。今年度新規の人は、傷害保険料1,530円(事務手数料を含む)とテニスの教材費500円は受講者負担
申し込み 12月５日(水)午前９時から21日(金)午後８時までに、保険料を添えてトーク館へ

トーク館教養教室＆スポーツ教室

勤労青少年体育センタースポーツ教室

ヨガ

パドルテニス

英会話初級

バドミントン

テニス

書道

中国語
ビーズアクセサリー

お菓子作り

いきいきエアロビック

シルバーアクセサリー

卓球

英会話中級

曜日

月

火

水

木

金

講座・教室名 月　　日 回数 定員 教材費 講　　　師
２月４日～３月17日

１月21日～３月17日

１月15日～３月４日

１月15日～３月４日

１月16日～３月５日

１月17日～３月６日

１月17日～３月６日
１月17日～２月21日
２月13日
３月６日～　　27日

１月17日～３月６日

１月18日～３月７日

１月18日～３月７日

１月25日～３月14日

６回

８回

８回

８回

８回

８回

８回
６回

４回

８回

８回

８回

８回

30人

20人

15人

20人

30人

15人

15人
15人

15人

20人

６人

30人

15人

※1,050円

※500円

※210円

※1,000円

1,000円

500円

※210円
4,000円

4,000円

2,500円

300円

高澤　妙子さん
嶋田　光男さん
大島　一克さん
石坂　　緑さん
沼田バドミントンクラブ
志賀　英一さん
沼田テニス協会
東宮　邦夫さん
小池信一郎さん
日本書道協会
戸丸　香堂さん
阿部　昌一さん
小川　恵子さん
金井喜美江さん

うすねニュースポーツクラブ
小野里順子さん
橋本　明彦さん
沼田利根卓球協会
風間　　忠さん
ランドル・ドーナさん

※印は、新規の人のみ

曜日
月
火
木

金

ダンベル体操
ソフトエアロビクス
卓球
テニス
中国式健康体操

１月21日～３月17日
１月15日～３月４日
１月17日～３月６日
２月１日～３月21日
１月18日～３月７日

８回
８回
８回
８回
８回

60人
50人
30人
20人
20人

塩野　明美さん
小野里順子さん
本多加代子さん
戸丸　基雄さん
阿部　昌一さん

講座・教室名 月　　日 回数 定員 講　師



と
き

１
月
19
日（
土
）、
20
日(

日)

の
２
日
間
、
午
前
９
時
〜
午
後
３

時(

送
迎
バ
ス
あ
り)

と
こ
ろ

た
ん
ば
ら
ス
キ
ー
パ
ー
ク

対
象

親
子(

初
心
者)

定
員

14
組(

28
人
、
先
着
順)

講
師

市
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
、
市
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

受
講
料

無
料(
傷
害
保
険
料
１
組

２
千
円
と
リ
フ
ト
券
代
は
受
講
者

負
担)

申
し
込
み

12
月
18
日(
火)
か
ら
平

成
20
年
１
月
11
日(

金)

ま
で
に
保

険
料
を
添
え
て
体
育
課(

市
民
体

育
館)

、
白
沢
町
教
育
支
所
、
利

根
町
教
育
支
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課
1
�
９

４
４
４
へ
。

今
年
も
区
長
を
通
じ
て
、
た
ん
ば

ら
ス
キ
ー
パ
ー
ク
の
市
民
優
待
券

(

リ
フ
ト
１
日
券
割
引
券
を
４
人
分)

を
各
世
帯
一
枚
ず
つ
、
12
月
３
日

(

月)

か
ら
配
布
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
観
光
課
観

光
リ
ゾ
ー
ト
係
1
内
線
３
２
５
６

へ
。工

業
統
計
調
査
が
、
十
二
月
三
十

一
日
現
在
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。こ

の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
に
、
一
年
間
の
製
造
品

の
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど
を

調
査
し
、
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。調

査
票
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
内

容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
目
的
以
外

に
は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
調
査
よ
り
調
査
項
目
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
の
で
、
調
査
票

の
記
入
に
あ
た
っ
て
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
企
画
係

1
内
線
３
２
２
２
へ
。

市
発
注
の
建
設
工
事
、
測
量
・
設

計
・
調
査
な
ど
の
委
託
業
務
の
入
札

に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
は
、
次
の

参
加
資
格
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

申
請
の
種
類
と
申
請
期
間

建
設
工
事

平
成
20
年
１
月
７
日(

月)

〜
２
月

４
日(

月)

測
量
・
調
査
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
の
委
託
業
務

平
成
19
年
11
月
26
日(

月)

〜
12
月

21
日(

金)

※
申
請
期
間
の
厳
守
を
お
願
い
し
ま

す
有
効
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日

〜
平
成
22
年
３
月
31
日(

２
年
間)

申
請
方
法
「
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共

同
シ
ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト(h

ttp
s://p

o
rtal.g-eb

id
.e-gu

n

m
a.lg.jp

/)

」か
ら
電
子
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
契
約
検
査
課
契

約
係
1
内
線
３
２
７
３
へ
。

沼
田
公
園
は
桜
の
名
所
と
し
て
、

多
く
の
市
民
や
観
光
客
が
訪
れ
ま
す

が
、
園
内
の
桜
は
老
木
で
、
倒
木
や

枝
が
落
下
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
公
園
利
用
者
の
安
全
確
保
と

健
全
な
育
成
の
た
め
樹
木
医
に
よ
る

専
門
的
な
桜
の
診
断
を
実
施
し
、
結

果
を
も
と
に
今
後
、
伐
採
や
剪
定
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課
都

市
施
設
係
1
内
線
４
２
２
３
へ
。

市
消
防
団
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
安
全
で
安
心
し
て
明
る
い
年
越

し
が
で
き
る
よ
う
に
十
二
月
二
十
五

日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
六
日
間
、
歳

末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
消
防
団
が
各
地
区
を

巡
回
し
て
、
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け

ま
す
。
ま
た
、
沼
田
市
八
職
工
防
火

協
力
会
の
皆
さ
ん
も
同
様
に
防
火
活

動
を
行
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。
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お
知
ら
せ

市
民
親
子
ス
キ
ー
教
室

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請(

電
子

申
請)

を
受
け
付
け
ま
す

沼
田
公
園
内

桜
の
伐
採
・
剪
定
を
し
ま
す

市
消
防
団
歳
末
特
別
警
戒
実
施

た
ん
ば
ら
ス
キ
ー
パ
ー
ク
市
民
優

待
券
の
配
布
に
つ
い
て

12／15(土)
「 ク リ ス マ ス 会 」

場所 図書館４階視聴覚室
時間 午後２時から

12月



第
五
十
二
回
全
日
本
実
業
団
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
が
、
本
県
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

と
き

１
月
１
日(
火
・
祝)

午
前

９
時
５
分
県
庁
前
ス
タ
ー
ト

放
送

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
生
中
継

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
行
政
事
務

所
振
興
グ
ル
ー
プ
1

４
３
３
８

へ
。

と
き

１
月
12
日(

土)

午
後
２
時
30

分
開
会(

２
時
か
ら
受
け
付
け
、

事
前
の
申
し
込
み
不
要
）

と
こ
ろ

市
立
図
書
館
４
階
視
聴
覚

室

講
師

県
立
前
橋
女
子
高
等
学
校
副

校
長
　
箕
輪
　
明
さ
ん

テ
キ
ス
ト

あ
さ
の
あ
つ
こ
著「
バ

ッ
テ
リ
ー
」(

角
川
文
庫)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
館
1
�
０
５

５
０
へ
。

毎
日
を
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
、

こ
の
機
会
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

12
月
22
日(

土)

午
後
２
時
〜

(
受
け
付
け
は
１
時
30
分
〜)

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
ホ
ー
ル

演
題
「
女
性
の
生
涯
の
健
康
〜
思

春
期
・
子
育
て
・
更
年
期
・
老
年

期
を
幸
せ
に
過
ご
す
た
め
に
〜
」

講
師

い
え
さ
か
産
婦
人
科
医
院
副

院
長
　
家
坂
　
清
子
さ
ん

参
加
費

無
料(

申
し
込
み
不
要)

主
催

沼
田
市
保
健
推
進
員
会

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
保
健
係

1
内
線
７
６
２
０
４
へ
。

市
消
防
団
の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま

す
。
当
日
は
式
典
の
後
、
市
街
地
に

て
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
市
役
所
駐
車

場
で
沼
田
鳶
職
組
合
・
沼
田
若
鳶
会

に
よ
る「
梯
子
乗
り
」の
披
露
が
あ
り

ま
す
の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き

平
成
20
年
１
月
６
日(

日)

午

前
９
時
30
分

と
こ
ろ

沼
田
小
学
校
屋
内
運
動
場

詳
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
消
防
防

災
係
1
内
線
３
３
６
２
へ
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

登
録
資
格

昭
和
63
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
市
民
で
、
次
の

事
項
に
該
当
す
る
人

○
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
経

営
し
て
い
る
人
○
前
項
の
同
居
の

親
族
と
そ
の
配
偶
者
で
、
年
間
お

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
の
業
務

に
従
事
す
る
人
○
10
ア
ー
ル
以

上
の
農
地
を
耕
作
す
る
農
業
生
産

法
人
の
組
合
員
ま
た
は
社
員

※
申
請
書
を
12
月
中
に
郵
送
し
ま

す
。
平
成
20
年
１
月
10
日(

木)

ま

で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
1
内

線
３
２
３
３
へ
。
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12月 と　　き と　　　こ　　　ろ
10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :30
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :30
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :30

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

12月１～４.10.17.24.26.29～31日/
１月１～３日.７.14.21.28.31日

20日（木）

19日
（水）

18日
（火）

14日
（金）

13日
（木）

12日
（水）

11日
（火）

６日
（木）

７日
（金）

５日
（水）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
開
催

女
性
の
健
康
講
演
会

参
加
し
ま
せ
ん
か
読
書
研
修
会

消
防
団
出
初
式

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

登
録
に
つ
い
て

しゅうくんは、電車が大好き。
家にあるたくさんのおもちゃの
電車で遊んでいます。先日、パ
パと沼田駅に行ってＳＬを見て
大喜び。10月27日に妹の澪緒
ちゃんが生まれてお兄ちゃんに
なりました。(白沢町上古語父)

柴村　柊羽
しゅう

くん（３歳）



今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
手
づ
く
り

ケ
ー
キ
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

と
き

12
月
24
日(

月)

25
日(
火)
①

午
前
９
時
②
10
時
③
11
時
④
午
後

１
時
30
分
⑤
２
時
30
分(

全
10
回)

と
こ
ろ

市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
調
理
実
習
室

定
員

各
回
５
組(

先
着
順)

参
加
費

１
組
300
円

※
ケ
ー
キ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い

対
象

市
内
在
住
の
幼
児
・
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

講
師

食
生
活
改
善
推
進
員(

沼
田

分
会)

申
し
込
み

12
月
５
日(

水)

か
ら
電

話
か
直
接
健
康
課
保
健
係
1
内
線

７
６
２
０
５
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
へ
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
母(

父)

と
子(

高

校
生
以
下)

を
対
象
と
し
た
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

と
き

１
月
27
日(

日)

と
こ
ろ

葛
西
臨
海
水
族
園
・
お
台

場
マ
ッ
ス
ル
パ
ー
ク
な
ど

参
加
費

母(

父)

子
家
庭
の
母(

父)

３
千
円
、
子(

高
校
生)
３
千
円
、

(

中
学
生
以
下)

２
千
５
百
円
、(
３

歳
未
満)

５
百
円(

バ
ス
代
、
昼
食

代
、
保
険
料
を
含
む)

定
員

120
人

締
め
切
り

１
月
10
日(

木)

○
親
子
ス
キ
ー
教
室

と
き

２
月
17
日(

日)

と
こ
ろ

水
上
宝
台
樹
ス
キ
ー
場

参
加
費

母(

父)

子
家
庭
の
母(

父)

３
千
円
、
子(

高
校
生
以
下)

２
千

円
、(

３
歳
未
満)

５
百
円(

バ
ス

代
、
昼
食
代
、
保
険
料
、
ス
キ
ー

教
室
参
加
料
を
含
む
。
ス
キ
ー
用

具
レ
ン
タ
ル
は
各
自
負
担)

定
員

80
人

締
め
切
り

１
月
25
日(

金)

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
、
住
所

・
電
話
番
号
・
参
加
者
全
員
の
氏

名
・
年
齢
を
記
入
の
上
、
〒
３
７

１-

０
８
４
３
前
橋
市
新
前
橋
町

13-

12
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
内
　
群
馬
県
母
子
寡
婦

福
祉
協
議
会
事
務
局(

締
め
切
り

日
必
着
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
1
０

２
７(

２
５
５)
６
６
３
６
へ
。

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き

１
月
20(

日)

午
前
９
時
〜
正

午
と
こ
ろ

利
根
沼
田
広
域
中
央
消
防

署
定
員

30
人(

先
着
順)

申
し
込
み

各
消
防
署
で
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

申
込
期
限

１
月
18
日(

金)

詳
し
い
こ
と
は
、
中
央
消
防
署
1

�
１
７
３
４
、
東
消
防
署
1

２
３

０
０
、
西
消
防
署
1

０
０
０
２
、

北
消
防
署
1

４
３
４
９
へ
。

運
動
を
通
じ
て
、
体
と
脳
を
鍛
え

る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

２
月
15
日
〜
３
月
14
日
毎

週
金
曜
日(

計
５
回)

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ

白
沢
公
民
館
２
階
研
修
室

定
員

40
人

申
し
込
み

介
護
予
防
係
へ
１
月

23
日(

水)

ま
で

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
介

護
予
防
係
1
内
線
７
６
２
４
２
へ
。

と
き

12
月
16
日(

日)

午
前
９
時
〜

午
後
５
時

と
こ
ろ

県
庁
２
階
県
民
セ
ン
タ
ー

相
談
室(

前
橋
市
大
手
町)

内
容

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
、
面

接
ま
た
は
電
話
に
て
多
重
債
務
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す

費
用

無
料

申
込
先

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
０
２
７(

２
２
３)

３
０
０
１(

月

〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時)

※
相
談
当
日
の
受
け
付
け
電

話
番
号
1
０
２
７(

２
２
６)

２
２

７
３(

受
け
付
け
は
３
時
ま
で)

電
話
相
談

電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。
相
談
専
用
番
号
1
０

２
７(

２
２
３)

０
３
１
６
へ(

午
前

９
時
〜
午
後
４
時)

詳
し
い
こ
と
は
、
県
庁
県
民
セ
ン

タ
ー
1
０
２
７(

２
２
６)

２
２
７
３

へ
。
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広報ぬまた 平成19年12月１日

募
　
　
集

親
と
子
の
楽
し
い
食
育
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

普
通
救
命
講
習
会

シ
ニ
ア
健
脳
教
室

ミッキーマウスが大好きな
、

あらたくん。先日初めてデ
ィズ

ニーランドに行ったら、ミ
ッキ

ーに会えて大興奮！！いつ
もは、

パパと剣で戦ったり、弟の
幹大

くんと公園を走り回る元気
いっ

ぱいな男の子です。(東倉
内町)

山田　新
あら

大
た

くん（２歳11カ月）

���
���

月　　子どもの食物アレルギー
火　　赤ちゃんのＲＳウィルス感染症
水　　妊婦と風疹
木　　切迫早産の原因と治療
金　　急性アルコール中毒の救急対応
土･日 起立性調節障害ＯＤ

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
５日(水)整形外科・内科と13日(木)歯科です。
午後７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

相
　
　
談

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

〜
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
〜
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種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　　象　　者　　等

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０２、健康課予防係1内線７６２０７
利根町振興局市民課1内線４３

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

さわやか健康チェック

市 民 献 血

母子健康手帳交付

マタニティーセミナー

１月 16日(水)

１月８日(火)

１月11日(金)

午後０時45分～１時45分

午前10時～11時30分

午前10時～正午

午後１時～３時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時30分～１時30分

午前９時30分～11時

午後１時～３時

利根保健福祉センター

市役所市民ホール

市役所市民ホール

市保健福祉センター

市保健福祉センター

市保健福祉センター

月曜日～金曜日
（祝日を除く）

１歳６カ月児

３ 歳 児

こあらクラブ

２歳児歯科相談

４ カ 月 児

1 0 カ 月 児

１歳６カ月児

３ 歳 児

エンゼルクラブ

わんぱくクラブ

２歳児歯科相談

全地区。体脂肪率、血圧測定など

保健ガイド １月

ポリオ以外の予防接種は医療機関で実施しています。

詳しくは｢予防接種のお知らせ｣｢予診票綴｣｢予防接種と子どもの健康｣をご覧ください。

１月のマタニティーセミナーはお休みです。

ふれあい福祉センター

１月の休館日
1．2．3．7．14．21．28日

1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
とき 12月13日(木)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定
とき １月10日(木)／午前10時
～11時30分
内容 血圧測定・握力測定
ところ ふれあい福祉センタ－

とき 12月3日･10日･17日･25日、1月7日･
15日･21日･28日／午後1時～3時

ところ 市保健福祉センター相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時～午
後５時

ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内線
７７２０１

とき 12月19日(水)、1月16日(水)午後1時
30分～4時／電話で予約を受け付けていま
す。※沼田市民に限ります。社会福祉課社
会係(東原庁舎内)1内線７７２４２へ

ところ 市保健福祉センター２階相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30
分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中央公民館
２階事務室隣)
電話相談の場合は、1○23５４１１へ

とき 12月4日･11日･18日･25日の火曜日／
午前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき 12月6日･20日、1月10日･17日の木曜
日／午前10時～正午､午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日／午前10時～正午、午後１
時～３時

ところ 市役所市民相談室

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権相談など)

家庭児童相談
(児童の養育や家庭の諸問題に関する相談)

法律相談(弁護士による相談）

青少年相談(友達・学校・家庭のことな
ど青少年健全育成に関する相談)

生涯学習相談
(趣味・実用講座に関する相談)

年金相談(国民・厚生年金保険などの相談)

就業援助相談(内職相談など)

そうだん

１月の予防接種

健

康

診

査

育
児
相
談

健康
診査

育児
相談

平成18年６・７月生まれ

平成16年10・11・12月生まれ

全市対象

本庁・白沢町振興局管内の人

利根町振興局管内の人

妊娠届出書をご持参ください。

16歳～69歳(65歳以上の人は、60歳～
64歳の間に献血経験がある人に限ります)

１月９日(水) 

１月15日(火)

１月17日(木)

１月10日(木)

１月11日(金)

平成19年８月10日～９月 ９日生まれ

平成19年３月11日～４月 ８日生まれ

平成18年６月21日～７月17日生まれ

平成16年９月29日～10月 25日生まれ

乳児(1歳未満)

１月のわんぱくクラブはお休みです。

１月の歯科相談はお休みです。

１月のこあらクラブはお休みです。

１月の歯科相談はお休みです。



この広報は再生紙を使用しています

男
女
共
同
参
画
社
会
へ

十
一
月
十
九
日
、
朝
、
窓
の

外
を
見
て
び
っ
く
り
、
辺
り
一

面
雪
景
色
で
し
た
。
十
一
月
中

に
市
街
地
で
積
雪
を
観
測
し
た

の
は
一
九
九
二
年
以
来
、
実
に

十
六
年
ぶ
り
だ
そ
う
で
す
。
予

報
に
よ
る
と
、
こ
の
冬
は
厳
冬

に
な
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
寒

さ
対
策
は
済
ん
で
い
ま
す
か
。

先
日
、
我
が
家
で
は
柚
子
湯

を
試
し
て
み
ま
し
た
。
柚
子
湯

は
血
行
促
進
効
果
が
高
く
、
美

肌
効
果
や
風
邪
の
予
防
に
も
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
族
や
友
達
で
楽
し
い
年
末

年
始
を
過
ご
す
た
め
、
体
調
に

は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

固定資産税・都市計画税
国民健康保険税
介 護 保 険 料
下水道等受益者負(分)担金
国民年金保険料

４　期
９　期
５　期
３　期
11月分

納期限　12月25日(火)

今月の納税など
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「
広
報
ぬ
ま
た
」
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行
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田
市
役
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馬
県
沼
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内
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1
０
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８

２
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１
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７
８

５
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毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

十
一
月
十
一
日
、
白
沢
町
振
興
局

で
沼
田
市
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

の
開
講
式
を
実
施
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

を
皮
切
り
に
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
沼
田
市
は
、

男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と
活
躍
し
、

助
け
合
っ
て
、
喜
び
と
責
任
を
分
か

ち
合
い
、
誰
も
が
充
実
し
た
生
活
を

送
れ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

○23

○24

柚
子
湯

農村で江戸の元禄頃より演じられるようになった地芝居や操
あやつ

り(人形芝居)。農業がおろそかになる
ことから為

い

政
せい

者
しゃ

により禁令が出されても、隠れや内所で農民の間に長く生きづいていた。微
かす

かに残る
舞殿や舞台はその名残りである。｢メエデン｣と呼ばれる諏訪神社の舞殿。地元の古老によれば以前、
｢鳴
なる

門
と

｣や｢先
せん

代
だい

萩
はぎ

｣といった名作が春や秋のまつりに盛んに行われたという。神事や神
かぐ

楽
ら

の舞などの時、
祭神に奉納する意味からこの舞殿は本殿に相対するよう建てられており、舞台の中央を割り込んで、
参拝者はそこから入る拝殿的な仕組みにもなっている。今日、先人の伝統芸能が見直され復活すると
ころも多い。そんな時世、この建物は貴重である。 (沼田市文化財調査委員：金井竹徳)

シリーズ ⑰

諏訪神社の舞殿 (白沢町下古語父)
す　わ　　　　　　 まいでん


